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2005 年 12 月 1 日 

株式会社 日立製作所 

復旦大学 

日立(中国)研究開発有限公司 

日立(中国)有限公司 

 

日立と復旦大学が連合実験室を開設、共同研究の推進で合意 

先端的ソフトウエア技術に関する研究を推進 

 株式会社日立製作所(執行役社長：庄山悦彦/以下、日立)と中国の復旦大学(校長：王生

洪)は、先端的ソフトウエア技術の共同研究を行うことで合意し、共同研究を推進するため

に復旦-日立先端ソフトウエア技術連合実験室(Fudan-Hitachi Innovative Software 

Technology Joint Laboratory/以下、InSTech)を復旦大学内に開設しました。 

 日立はグローバル研究開発の強化を進めています。アジアにおける研究開発拠点として、

2000 年に日立(中国)有限公司内に欧米に継ぐ第 3 番目の海外研究拠点となる｢日立(中国)

有限公司研究開発中心｣を北京に設立し、以降、情報通信システム、オープンソースソフト

ウェア、デジタルアプライアンスなどの研究開発を行ってきました。2004 年には復旦大学

との共同研究を開始し、世界最先端技術の研究を分担して行うなど、順調に成果を上げて

きました。さらに本年 4 月に中国の R&D をさらに強化するため、研究開発部門を独立法人

化して｢日立(中国）研究開発有限公司｣を設立して、復旦大学との合作を引き続き推進して

います。 

 復旦大学は中国有数の総合大学の 1 つであり、1905 年に設立され、本年 2005 年に創立

100 周年を迎えました。特に情報システム技術は現在急速に成長している研究分野であり、

中国におけるテクノロジリーダーを多数輩出しています。産学連携にも力を入れており、

日立とも共同研究を医療、材料等、多数の分野で進めています。 

 日立と復旦大学は、これまで進めてきた共同研究をさらに強化することを目的として、

連合実験室 InSTech を開設しました。本実験室では高度システム運用管理、SOA(Service 

Oriented Architecture)などの先端的ソフトウエア技術の研究を推進します。日立は本共

同研究の成果を日立の情報・通信グループ事業に活用する予定です。復旦大学は産業界と

の連携を深めることにより、研究成果の早期実用化を目指します。 

 日立は研究開発本部システム開発研究所が主体となり、復旦大学との共同研究を推進し

ます。なお、現地での研究開発を促進するため、日立(中国)研究開発有限公司上海研究所

を活用します。 
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■照会先 

株式会社日立製作所 システム開発研究所 企画室 [担当:森] 

〒215-0013 神奈川県川崎市麻生区王禅寺1099番地 

電話 044-959-0325(直通) 

 

以上         
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